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   草原の野鳥のなかま
　河原や空き地などの草むらになっている場所にすんでいる野鳥で、特徴のあるさえ

ずりで、それとすぐ分かる３種類です。市内ではまとまった草むらが少なくなってい

るため、これらの鳥が減っていると言われています。５月から６月にかけては、野鳥

たちの子育ての時期で、オスはなわばりを主張して盛んにさえずっています。姿が観

察しづらいときでも、声をたよりにさがしてみましょう。

※「大きさ」はくちばしか
ら尾まで伸ばした長さ。

　オオジシギ

ヒバリ

　カッコウ

♪上空でのさえずりに続けて、ゴゴゴゴ

･･･と羽音を立てながら急降下する。

♪春にオーストラリアから渡ってくる。

♪空高く飛んで、上空で　
さえずりつづけている。

♪いろいろな声を組み合
わせて鳴く。

♪頭の毛を立たせている
ことがある。

♪むねは白黒のしま模様。

♪他の鳥の巣に卵を産みつ
けて育てさせる「たく卵」
をすることで知られる。

河川敷や草原

夏（夏鳥）さえずり：5～6月

約30cm 大きさ

場所

時期

河川敷や草原、開けた林

夏（夏鳥）さえずり：5～6月

約35cm

大きさ

大きさ

場所

場所

時期

時期

河川敷、草むら、農地

夏（夏鳥）
さえずり：4～7月

約17cm

見つけたら色をぬろう！

♪カッ
コウ、

　カッコ
ウ

♪ジッジ
ッジッ

ズビャー
ク

ズビャー
ク

ゴゴゴゴゴ・・・

＝よく見る！　　　　＝ふつう　　　　　 　＝ややめずらしい

♪ピチチチュク

チュクピチチ、

チーチーチーチー、

ピチピチ
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   カモのなかま
　池や川などにすむカモで、札幌市内で夏に見られるのはここで紹介している４種

です。春や秋の渡りの時期には多くの種類が見られますが、その中でも長い期間観

察できるこれらのカモたちをさがしてみてください。

※「大きさ」は首と尾を
伸ばして全て含めた長さ。

 マガモ

　オシドリ

メスオス

左がオス、
右がメス

♪大型で、街中でもよく見
かける。

♪オスは頭が緑色で光っ
ている。

♪足はオレンジ色。

♪オスはオレンジ色などで　　　　
目立つ。くちばしは赤色。

♪メスは灰色で目の周りに白い輪。

♪大きな木の穴に巣をつくる。　　
　どんぐりも食べる。

大きさ

場所

時期

市街地の池や川など

一年中（留鳥）

約59cm

大きさ

場所

時期

周りに木のある池や川面

4～9月（夏鳥）

約45cm

見つけたら色をぬろう！
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メス

 カルガモ

 　　　　　　　　　　　コガモ

オス

左がオス、
右がメス

♪大型で、よく見かける。

♪オスとメスは似ている。

♪足は濃いオレンジ色。

♪国内でもっとも小さいカモ。

♪オスの顔は茶色と緑色。

♪オスの尾には黄色い模様。

♪モエレ沼や石狩川で記録あり。

＝よく見る！　　　　＝ふつう　　　　　 　＝ややめずらしい

大きさ

大きさ

場所

場所

時期

時期

市街地の池や川など

池や川など

一年中（留鳥）

冬、まれに夏（冬鳥）

約61cm

約37cm

夏のカモ類の見分け方

 マガモ カルガモ  オシドリ
・オスの頭は緑色、首に白い帯

・オスのおしりの羽根が黒く、

  はね上がる

・くちばしはオスは黄色、メスは

  黒とオレンジ色

・オスとメスはよくにている

・オスの方が黒っぽい

・くちばしは黒く、先が黄色い

・オスは大きいイチョウ羽が目立つ

・頭の後ろに長い羽がある

・くちばしはオスはオレンジ色、

  メスは黒っぽい
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 キツツキのなかま
　森の木々に穴をあけて巣を作ったり虫を食べたりする鳥です。一年中札幌で見ら

れます。キツツキがあけた穴は、いろいろな動物がすみかとして利用し、豊かな森

の指標となります。

※「大きさ」は尾を
　含めた長さ。

　アカゲラ

 オオアカゲラ

　コゲラ

オオアカゲラにている種

メス オス

オス

メスと巣穴

♪小さな林でも見られる。

♪下腹部が赤い。

♪オスは後頭部が赤い。

♪背中に白い逆「ハ」の字がある。

♪オスは頭が赤い。

♪背中にアカゲラの
ような白い模様が
ない。

♪国内でもっとも小さいキツツキ。

♪茶色と白の模様になっている。

♪小さくギィーという声が聞こえたら、
まわりの木をさがしてみよう。

大きさ

場所

時期

森林や市街地の公園

一年中

約24cm

場所

時期

森林や緑地

一年中

約28cm

大きさ

場所

時期

森林や緑地

一年中

約15cm

見つけたら色をぬろう！

大きさ
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　  クマゲラ

ヤマゲラ

オスオス

メスの頭

オス

キツツキのあけた穴もさがしてみてください！
（写真はクマゲラのあけた穴）

このほか、アリスイもいる！
♪あまり幹に縦にとまらない。

♪アリを食べ、長い舌を出す。

♪5 月ころ「クイクイクイ」という
独特の大きな声でよく鳴く。

♪日本最大のキツツキで国の天然記念物。

♪全身が黒い。

♪オスは頭全体が赤い。

♪四角い穴をあける。

♪羽は黄緑色。

♪オスは前頭部が赤い。

＝よく見る！　　　　＝ふつう　　　　　 　＝ややめずらしい

大きさ

場所

時期

森林や緑地

一年中、特に冬

約46cm

大きさ

場所

時期

森林や緑地

一年中

約30cm

キツツキの見分け方

 クマゲラ ヤマゲラ オオアカゲラ アカゲラ コゲラ

全身が黒い
羽が黄緑色

頭の前が赤い

羽が黒と白

頭が赤い

羽に白い模様

頭の後が赤い
羽は茶と白
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　ハシブトガラ

大きさ

場所

時期

木が多い公園など

一年中

約13cm

カラなどのなかま
　カラのなかまは、主に森にすんでいる小鳥たちで、一年中札幌に暮らしています。

住宅地の周りや公園でもよく見かける身近な鳥たちです。ここではカラ類（シジュウ

カラ科）４種と、似ているなかま３種を合わせた７種を紹介します。

※「大きさ」は尾を
　含めた長さ。

シジュウカラ

ヤマガラ

ヒガラ

♪住宅街の庭でもよく見る。

♪胸の“黒ネクタイ”が目立つ
（オスの方が幅が広い）。

♪針葉樹の林に多い。

♪やや小さく、高い声で鳴く。

♪頭に黒い帽子をかぶっ
ているよう。

♪コガラがよく似ている
が、札幌では少ない。

♪他のカラと異なり、体がオレンジ
色で目立つ。

♪秋に木の実を集めて隠しておく
「貯食」行動をする。

大きさ

場所

時期

森林や公園など

一年中

約15cm

大きさ

場所

時期

針葉樹がある公園など

一年中

約11cm

大きさ

場所

時期

木の実が多い公園など

一年中

約14cm

見つけたら色をぬろう！

♪頭の毛が逆立つ。

メスオス
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ゴジュウカラ

　メジロ

　エナガ（シマエナガ）　　

♪体が小さく尾が長い。

♪本州のタイプより顔や体が白
い（亜種シマエナガと呼ばれる）。

♪背中は灰色。

♪木の幹を逆さまに
歩くことが多い。

♪目の周りの白い輪が目立つ。

♪花のミツを好んで吸う。

♪近年分布を広げているという。

大きさ

場所

時期

森林や公園など

一年中

約14cm

大きさ

場所

時期

大きな木のある公園など

一年中

約14cm

大きさ

場所

時期

花や実の多い公園など

一年中（冬は少ない）

約12cm

♪樹木の葉が落ちている冬は観察しやすい。複数種が混じる“混
こんぐん

群”をつくって林の中を移動している。

＝よく見る！　　　　＝ふつう　　　　　 　＝ややめずらしい

カラ類などの見分け方

ゴジュウカラ

シジュウカラ  ハシブトガラ

ヤマガラ エナガ（シマエナガ）

ヒガラ


